
市民意見の聴取結果について

目 的：平成20年に策定した「ジョンソン基地跡地留保地利用計画」の見
直しに向けて、当該留保地に対する市民ニーズを把握する

参加者数：25名（出席者数：各回とも21名）
開催回数：３回（R4.11.19、R4.12.10、R5.1.21）
開催方法：４グループによるグループワーク
内 容：導入機能、ゾーニングなど留保地の活用方法の検討

■開催概要

（開催状況）

■結果概要

【整備コンセプト】※各グループがコンセプトを作成
① “チャレンジ”したくなる森の中のまち ～ くらしを彩る ～
② 世界から多種多様な人が集まる場、緑、ふれあい
③ 唯一無二の場所、子育て、生活利便性、コミュニティ、居場所、自然と憩い
④ みどり、創造、カルチャー

【意見の多かった留保地への導入機能】

① 商業施設（小規模店舗、店舗併用住宅。など）
② ビジネス（コワーキングスペース、チャレンジショップ。など）
③ 住宅
④ 文化施設（音楽活動ができるホール、アート関連施設。など）
⑤ 公共施設（行政の出先施設、防災・避難施設、国や県の施設。など）
⑥ 子育て支援（子育てに関連する施設、キッズパーク、親子の居場所。など）
⑦ 医療施設（総合病院、専門的なクリニック。など）
⑧ 教育施設（特徴のある教育施設、中高一貫校。など）
⑨ 交通（駅前広場の拡張、駐車場、馬頭坂線につながる道路。など）
⑩ 公園（アスレチック、キャンプ場、遊び場、テニスコート。など）
⑪ 地域コミュニティ（子どもの居場所、多世代交流の場。など）

【その他の意見】

・できるだけ現在のまま ・未来に土地を残す ・何もない場所
・地下街 ・平成23年に市議会から提案がある

１ 市民参加型ワークショップの開催結果について

目 的：入間市総合計画の進捗管理を目的として実施している市政意向調

査に、入間市駅周辺に関する設問を設けて市民ニーズを把握する

調査対象：市内在住で満１８歳以上の男女１，０００人

調査期間：R4.11.16～R4.12.2

回答者数：417名

■実施概要

■結果概要

【設問要旨】

入間市駅周辺にどのような施設があったら良いなと感じますか。

※ 回答は一人２つまで

【回答】

⓪ 無回答 13件( 2%)

① ショッピングや飲食が楽しめるお店 223件(31%)

② マンションなど、駅から近い居住地 19件( 3%)

③ 公園や運動場などの運動施設 93件(13%)

④ 美術館やホールなどの文化施設 91件(13%)

⑤ 保育所や児童センターなどの施設 40件( 6%)

⑥ 高齢者向けの福祉施設 58件( 8%)

⑦ 道の駅や宿泊施設などの観光施設 106件(15%)

⑧ その他 26件( 3%)

⑨ 特に希望はない（利用しない） 44件( 6%)

２ 令和４年度入間市市政意向調査の結果について

資料１９

※現在集計中



■実施概要

■結果概要

【ディスカッション】

1 入間市駅周辺に欲しい施設
①商業施設
・おしゃれなカフェ ・コンビニ ・ホームセンター ・ショッピングモール ・アパレルショップ
・他の駅にはない魅力 ・温泉 など
②住宅
・マンション
③子育て施設
・保育園 ・幼稚園 ・託児所
④公園・運動施設
・ドックラン ・観覧車 ・屋外ホール ・アスレチック ・サッカーやフットサルができる場所 ・スケートボードやＢＭＸができる場所
・高校生が夜でも自由に使えるグラウンド など
⑤交通ネットワーク
・駅へ向かう道路 ・誰もが不自由なく動ける道路 ・駐車場 ・駐輪場
⑥環境づくり
・ゆっくりできる場所 ・本が読める場所 ・友達と教えあいながら勉強できる場所 ・いろんな人や世代が交流できる場所 ・映えスポット など
⑦その他
・入間基地とコラボし、飛行機展示や自衛隊体験 ・レンタサイクル ・セグウェイ ・電動キックボードがあるとよい

２ 将来のまちづくりへの期待
・賑わいがある場所とそうでない場所（憩いの場所）が分かれている ・利用する世代別にエリアが分かれて活用できている ・都会化することは望まない
・生活を豊かにする憩いの場所が欲しい

【アンケート】

① ショッピングや飲食が楽しめるお店 248件(58%)
② マンションなど、駅から近い居住地 4件( 1%)
③ 公園や運動場などの運動施設 78件(18%)
④ 美術館やホールなどの文化施設 24件( 6%)
⑤ 保育所や児童センターなどの施設 8件( 2%)
⑥ 高齢者向けの福祉施設 4件( 1%)
⑦ 道の駅や宿泊施設などの観光施設 33件( 8%)
⑧ その他 15件( 3%)
⑨ 特に希望はない（利用しない） 14件( 3%)

３ 若い世代への意見聴取の結果について

◀「AIKURU FREE BASE」とは、
NPO法人子育て家庭支援センタ
ーあいくるが開催している若者
を対象とした居場所づくり事業
のこと

目 的：若者の意見を活かした留保地の利用を図るため、高校生や大学生などのニーズを把握する

実施対象：豊岡高校、入間向陽高校、狭山経済高校、東京家政大学、AIKURU FREE BASE

実施方法：対面でのディスカッション、アンケート調査

実施期間：R4.12.2、R5.1.10～R5.2.1

協力者数：ディスカッション 合計36名、アンケート 合計318名

（高校生とのディスカッション状況）

（ディスカッション状況）


